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　国内経済の動向は、アベノミクスによる政府の積極的な経済政策により、行き過ぎた円高・株安の是正が進み、景気回
復の兆しが見えつつありますが、国内需要が低水準な中で、多くの製造業にとっては未だ厳しい市場環境が続いており、
国民生活に於いてもその成果を十分に実感するには至っていない、というのが正直な感想ではないでしょうか。
　一方で世界経済も、中東情勢の不安定さや欧州の経済危機は依然として回復したとは言えず、その影響を受けて中国経
済の発展も鈍化しており、更にはウクライナ問題等新たな要素も加わって、世界経済の安定と成長にとっての不安の種は、
まだまだ多く存在しています。
　さて、2011 年３月に我が国を襲った東日本大震災から既に３年が経過しました。この未曾有の災害の傷跡は、国民生活
のあらゆる局面で未だ完全に癒えることはありませんが、エネルギー問題に関しては、政府を始め国内の電力会社、ガス
会社、石油会社等を中心とした懸命の努力によって、電源やエネルギーインフラの早期の復旧が進み、国民が一丸となっ
て取り組んだ節電努力等も相まって、エネルギー・電源に関する当面の危機は既に回避されたとの風潮が定着しつつあり
ます。
　しかしながら、現実には化石燃料の多用により加速する地球温暖化問題と、それらを海外からの輸入に依存することに
よる国富の流出、すなわち、エネルギー・経済問題を両立させる明確な解は未だ得られた訳ではありません。事実、東日
本大震災以降の原発停止の影響による化石燃料の焚き増しのため、日本国内におけるCO２の排出量は 2010 年から 2012 年
にかけて 83 百万トン増加、また、燃料の輸入増加によって 2013 年には貿易赤字が過去最大の約 11. 5 兆円を記録するに至
りました。更には、この３年間の国を挙げた原発再稼働の是非を巡る議論を繰り返しても尚、政府による「エネルギー基
本計画」の見直し（案）に対する国民の合意形成の為に、今後も安全性の検証と社会的受容性の確保に努めると共に、「新エ
ネルギーベストミックス」についてのリアリティーのある議論を、より一層深化させて行くことが必須となっています。
　このような情勢の中、今回「エネルギー基本計画（案）」に改めて水素・燃料電池の重要性が明記されました。また、今
年度より、経済産業省に「水素・燃料電池戦略協議会」が設立され、官学産が一体となり、水素・燃料電池社会の実現に
向けた具体的な指針を示す取り組みが始まりました。今後の我が国電源セキュリティー確保の為には、現状の総発電量 1. 1
兆 kWhのうち、分散型電源による発電電力量を 15%相当まで大幅に引き上げる必要がありますが、本戦略協議会の設立主
旨を受け、これ等分散型電源の新しい柱となる燃料電池の普及を加速し、更に強固なエネルギーインフラの基盤整備を全
力で加速して行かなければなりません。
　最後に、少しだけ三菱日立パワーシステムズ㈱についての紹介をさせて頂きたいと思います。私達は、三菱重工業㈱と
㈱日立製作所が持つ火力発電システム分野を統合し、本年２月１日に新会社として発足しました。この分野で長い歴史の
ある２社の保有する、多彩かつ経験豊富な人材、高い技術力、幅広い製品ラインナップに加えて、統合によるシナジーを
最大限に引き出すことで、世界トップクラスの環境技術と高効率な火力発電技術を通して、エネルギーと環境という地球
規模の最重要課題の解決に貢献していきたいと考えております。
　折しも 2020 年の東京オリンピックの開催が決定する等、我が国将来への明るい期待感が広がる中、国民の生活と国内の
産業競争力を根幹で支える発電システムの分野に於いて、安全で付加価値の高い発電設備を提供することにより、エネル
ギーインフラの高度化を技術で支えて行くこと、それこそが私達の最も重要な責務と考えています。
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　燃料電池は、どのようなところで使われているでしょうか。
　現在最も身近な燃料電池といえば、電気もお湯もつくる家庭用コジェネレーションシステム
であるエネファームだと思います。国内で 2009 年に発売以来、初年度の約 5,000 台から年々導
入数が増加し、2013 年度は 12 月までに 26 ,000 台強を販売、累計 75 ,000 台を超える実績となっ
ています。海外展開も始まり、更なる技術開発・低コスト化による普及の拡大が期待されてい
ます。
　また、来年 2015 年には、燃料電池で発電した電気で動く燃料電池車（Fuel Cell Electric 
Vehicle：FCEV又は FCV）の一般販売が始まります。短期間に広く普及を進めることは難し
いと思いますが、ここでも確実に技術開発が進み、いずれは現在のハイブリット車のように身
近になっていくと思われます。
　では、その他に燃料電池はどのように使われているでしょうか。まだあまり認識されていな
いかもしれませんが、既に様々な場面で活用されています。また、使用され普及することを目
指して、あらゆる分野での検討が日々行われています。例を挙げますと、移動体用では二輪車
の動力や航空機での補助動力源として、通常及び災害時の電力供給用として、携帯可能な小型
の電源や、既にスポーツ中継機器の動力源としても用いられています。将来に亘り、海に山に
空に宇宙に多彩な場所での有効利用が望まれます。
　本号では、このような静かで振動が少ない上にクリーンな発電装置である燃料電池の多様な
用途展開を特集致しました。全てを網羅してはいませんが、こんなところにも燃料電池がと思
いつつ本特集をお楽しみいただければ幸いです。
　また、本年５月 29 日㈭～ 30 日㈮には、第 21 回燃料電池シンポジウムが、東京のタワーホー
ル船堀で開催されます。このシンポジウムでも燃料電池・水素に関わる多くの旬の情報が提供
される予定です。本誌の掲載内容以外にも、多様に用途展開されている燃料電池に関連した講
演が行われます。本号と共にシンポジウムでも、燃料電池・水素の最新動向に直に触れていた
だき、燃料電池・水素を更に盛り上げていただければ幸甚です。

2014 年春号（Vol. 13 No.４）　編集主担当：林　　克也、田中　和久
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